
平成２３年度 練馬区立豊玉南小学校

授業改善推進プラン全体計画

法令関係 実態や願い

・日本国憲法 ・課題を見つけ、粘り強く取り組み、学校教育目標
・教育基本法 解決する力

・学校教育法 ・考える力や人から学ぼうとする意欲◎考える子
・学習指導要領 や態度○思いやりのある子
・東京都教育委員会教育目標基本方針 ・最後まで頑張り抜く強い体○元気な子
・練馬区教育委員会教育目標

各 教 科 の 重 点 特別活動の指導の重点学校経営方針
、・課題解決学習や体験的な学習を通し 思考力、判断力、表現力を３つの柱とし、課題解決学習や体験 ・集団の一員としての役割を自覚させ

て、自ら問題に気付き、進んで学習 的な学習を推進し、授業改善を図り、授業力の向上に努める。 自己を伸ばす実践的な活動を通して
する意欲や思考力、判断力、表現力 また、課題解決力の育成に重点に置き、社会科、生活科を校内 社会性を育む。
を育成する。 研究として取り組んでいく。 ・開校５０周年を祝う児童集会を実施

・基礎的基本的な知識技能の確実な習 し、学校や地域の歴史について理解
得を図り、結果や過程を考察表現す を深め、愛校心を育む。

る力を育成する。 ） ・配慮を要する児童に対しては、特別本校の教育の基本的な考え方（豊南小の三つの輪
・児童に身につけさせたい学習スキル 支援的な配慮を行いながら、規律あ
を明らかにし、各担任が共通理解の Ｂ：豊かな人間関係づくり Ａ：学力の向上 る集団行動がとれるようにする。
もと、指導を行う。 （思考力・判断力・表現力）

学び合う集団づくり 指導力・授業力の向上

総合的な学習の指導の重点 生活指導の指導の重点学年団活動と学級経営の充実 課題解決学習の推進

・人、くらし、地域などの視点から学 ・一人一人の児童が所属観、存在感、学習形態や （生活・社会・算数）

校や地域、児童の実態に基づいた探 生活指導の充実 充実感をもち、安全な生活が送れる学習活動の

求的な学習活動の展開の工夫を図る 工夫 よう児童理解を深め 「あんぜん・人権教育・道徳教育の重視 言語活動の充実（本校の特色） 、
・地域の教育資源を活用して、体験的 あいさつ・あつまり・あとしまつ」（カルタ・群読・暗唱・辞書・

な学習や課題解決学習を重視し、児 を視点にし、指導内容、方法の共通音読・漢字・ノート…）

童一人一人の特性に即した活動を行 理解のもと指導を行う 今年度は あ校内研究の充実 。 「
う。 いさつ」に重点を置いて指導する。話し合い活動の充実 豊玉南小

・各教科領域との関連を明らかにし、 ・家庭や地域社会との密接な連携を保スタンダード 体験的活動の重視

横断的、総合的な学習や探求的な学 ちながら、学校内外における安全確（学習スキル）

習を推進していく。 保を図る。また、危機回避能力を高行事や集会 指導計画 家庭学習

める指導を充実し、心身ともに健全の工夫 幼小中の

な児童を育てる。教室環境の工夫 連携 教材・教具の工夫

・開発

校内美化・施設の安全 学校予算の適切な運用

特別支援教育の実践道徳教育の指導の重点
・全教育活動を通して、互いの人格、 進路指導の指導の重点学校不適応への対応

人権を尊重し合い、思いやりの気持 ・全教育活動を通して、児童が自らの教育相談（保護者会・面談）

ちをもって道徳的な実践ができるよ 将来に向けて自己実現を図ろうと努
う 道徳的心情 判断 態度を養う 力する態度を養う。、 、 、 。 児童理解・家庭との適切な連携

・生命尊重に重点をおき、特に低学年 ・児童が夢や希望を高く掲げ、目標を
では善悪を判断し、人間としてして もって学習や生活に取り組み、自分
はならないことをしないこと。中学 のよさを自覚できるようキャリア教
年では 集団や社会のきまりを守り Ｃ：個に応じた教育の充実 育全体計画を基に、各教科、道徳特、 、
身近な人々と協力すること。高学年 別活動、総合的な学習の時間におい
では、法やきまりの意義を理解する て、計画的な指導の充実に努める。
ことなどに配慮して、資料の提示方 ・幼保中との連携を図る。
法や学習活動、学習形態、発問など ・発達段階に応じた勤労観、職業観が
を工夫する。 もてるような指導、援助をする。

本校の授業改善に向けた視点
指導内容・指導方法の工夫 教育課程編制上の工夫 校内における研究や 評価活動の工夫 家庭や地域社会との

研修の工夫 連携の工夫
◎課題解決学習の推進 ◎各教科などの ◎校内研究との関連 ◎評価基準の共通理解 ◎保護者、地域との連携
・自ら問題に気づき、進ん 指導時数の確保 ・社会、生活の校内研究や ・企画委員会を中心に、改 ・学校からの情報発信を積
で学習する意欲を育む。 ・行事を精選し、実施方法 算数の少人数指導での豊 めて評価基準を確認し、 極的に行う。

・思考力、判断力、表現力 を工夫することで各教科 玉南小スタンダードの作 全教員が共通理解した上 ・学校公開日、道徳地区公
を育成する指導を充実さ の指導時数を確保する。 成。 で評価を行う。 開講座、各種行事など、
せる。 ・週授業時数を十分取り、 ・研究の成果を活かした指 ・保護者への適切な情報提 学校の教育活動を積極的

◎個に応じた指導の工夫 指導時数を確保する。 導。 供 に公開し、本校の教育活
・児童の実態を把握し、そ ◎評価方法の工夫 動への理解と協力を求め
の児童の学習状況に応じ ・授業ごと単元ごとの評価 る。
た指導を丁寧に進める。 を積み重ね児童の個々の ◎学校外協力者との連携

・繰り返し学習や家庭学習 実態を的確に評価する。 ・保護者や地域の人材を活
を充実させ、学力の定着 ・通知表の形式や内容の改 用し、教育活動の充実を
を図る。 善をさらに図る。 図る。


